
事なことでしょうが、一つ間違えれば過ちなので

す。逆に365日自然の流れに合わせなければいけ

ない、雨が降ったら降ったに合わせなきゃいけな

い、寒い暑いも合わせなきゃいけない、そういう

中で、植物の育ちに身を任せてみると、とても重

要な経験ができます。ただ、これは一緒に過ごす

セラピストが、そういう気持ちを引き起こすよう

な言葉かけをしないと、ただ暑いし、嫌だし、ま

た汚れて嫌だなというただの作業になります。で

も、今、自分が手をかけているこの植物は何かと

いうところに見方を変えるような働きかけができ

れば、人間のいろいろな機能が賦活されてきます。

ただ、植物を育てても体にいいことはありますけ

ども、その機能をより引き出すには、人がそばに

いて声をかけることです。植物の力を生かすには、

人の力が必要です。そして、感じるということは、

植物だけではなく、植物が育つ環境、空気や水を

含めて、見る、触る、嗅ぐ、聞く、味わう、すべ

ての五感の要素を植物とのかかわりの中では使う

ことになります。このことが五感による心身の賦

活であったり、気分転換になったりとか、

疲労回復や注意機能の改善、情緒の安定というこ

とを引き起こします。

園芸療法のおもしろいところは採取すること、

育てたものを収穫する喜びなどです。考えてみて

ください。手工芸で編み物をしているときに、体

調が悪くなって、編み物を途中で置いたら、何カ

月たってもそのままです。しかも、編み物では自

分の能力があからさまに評価されます。植物は、

少し体の調子が悪くて、世話ができなかったとき

でも育ってくれます。ナスやキュウリがうまく育

ったときには、私がつくりましたっておすそ分け

しますね。余りよくなかったときには、今年は天

候が悪かったと言える。これができるものは植物

しかありません。

僕は患者さんたちと大根の花を見る会をしてお

り、これはリハビリテーションをしたくない人に

対して、年に2回だけ活動したらリハビリテーシ

ョンになるようにしましょうということで、大根

の種を植えて、あとは花が咲くのを見るという、

ずぼらな会です。植物がだんだん育っていくのを

見ると、あれだけ何もしたくないと言っていた人

たちが畑に出るのです。大根が育っていって、翌

年には花を咲かせて種をつくる。何と1本の大根

を残しただけで、前年にお金を出して買った種よ

りも多くの種が取れる。本当にわずかなことです

けども、それに気がついたときに、利用者さんた

ちが驚かれるのです。植物は、あの小さな種1つ

でこんなに育つんだ。何もしたくないとか、この

病気だから生きるのをやめようなんて言っていた

自分たちに比べたら、何てすごい力を植物は持っ

ているんだ。それから、部屋の中でビタミンCを

取ろうかと言って、もやしをつくって育ててみた

り、いろいろなことに挑戦をし始めるのです。

御自分が育てられたら、全てが我が子と同じよ

うにいとおしいのです。キュウリが曲がっていよ

うが、育ちが悪かろうが、そのままいただくのが

おいしいですね。育てたものを採取して、利用す

るというのは、達成感であるとか、自己効力感で

あるとか、育てた喜びとか、食べ物が確保できた

とか、きれいなお花が取れたとか、これらは情緒



的な安定をもたらします。もらったものとか、買

ってきたものとは全く違う意味を持ちます。そう

して採取したものを使うというのがすごいところ

です。つくるとか、見るとか、売るとか、食べる

とか、自分が育てた花を人にプレゼントする。他

人がつくられた作品をもらったときには、扱いに

困りますよね。植物ならありがとうございました

と使えます。自分が育てたものを使うというのは、

自我の育成です。そして、自分の気持ちを開放す

る。消費する満足。取ったものを食べる喜び。人

にあげるのも消費なのです。自分が使うのも消費

なのです。消費するというのは人間にとってとて

も気分がいいものです。そして植物を使うという

中には調理が含まれますから、さまざまな心身の

機能の改善が起きます。また、植物を扱うことは、

注意機能の改善など、高次脳機能の改善にも関係

があります。特に、自分が育てた植物を調理して

食べるという過程は、人間の全機能を使います。

認知症になられたときに、一番大変になってくる

のは、この調理がくずれてくることです。調理に

は、段取りが必要です。火加減とか、味とか、と

ても総合的な能力を要求されます。お年寄りと一

緒に育てたものを少し調理して食べる。これは認

知症の予防にとっては一番すぐれたセラピーの一

つではないかと思います。

最初に申しましたように、人間が生きるために

必要なものを植物は全部を持っています。その植

物を使った活動は、人間の全ての機能、人間の感

覚、運動機能や精神認識の心理社会的な機能とい

うものを大きく引き出してくれます。その生理的

な意味、社会的な意味、個人的な意味というもの

が園芸を療法として用いる根拠だと僕は思って使

ってきています。

回復レベルには、急性期、回復期、生活期、緩

和期がありますが、育てるという行為は回復期の

始まりぐらいから緩和ケアの少し初めの部分ぐら

いまで使えます。過ごすということは、非常に幅

広く、植物は自分が植えて育てなくても、種をま

いただけの植物の育ちを見にいくことも当てはま

ります。この育ちを見にいくということは、病気

の人が、起きて、服を着がえて、立って、外に出

て、外気を吸って、日の光を浴びて帰ってくるこ

とです。皆さんにとっては普通のことですけども、

一日中寝て過ごすしかなくなった人たちが、少し

庭に出て花を見てみようとか、自分がまいたあの

種がどうなったかを見てみたいというその気持ち

だけで、起きて外に出ることになります。寝てい

るだけだったら、心臓が血液を送るのはせいぜい

体のこの胸幅の部分だけです。立っただけで身長

差の分だけ空気と血液を送るわけですから、その

分だけ心臓が動きます。外に出て呼吸をし、肌で


